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        会議録        

会 議 名 令和 2年度 第 2 回  生涯学習政策課審議会 

日 時 令和 2 年 8 月 3 日（月） 午後 ７ 時 00 分～ 

場 所 八王子市生涯学習センター １０階第２会議室 

出

席

者

氏

名 

委 員 
石川智子、小林正博、炭谷晃男、丹間康仁、戸村恵美子、中嶋昭江 

中西栄、新野照代、町田浩一、三浦眞一、山﨑領太郎 

事 務 局 

音村昭人部長、小峰修司部長、安達和之課長、新納泰隆課長 

髙木健治主査、田島裕子主査、野崎久主査、大関亮主査 

柿木美穂主任、平野克尚主任、廣重めぐみ主任 

欠 席 者 氏 名 清水澄、村上ひろみ 

議 題 

審議事項① 令和元年度生涯学習関連事業評価について 

報告事項① 東京都市町村社会教育委員連絡協議会第１回理事会の開催

について 

報告事項② 東京都市町村社会教育委員連絡協議会第３ブロック研修会

の開催について 

公開・非公開の別 ｢公開｣ 

非 公 開 理 由  

傍 聴 人 の 数 「なし」 

配 付 資 料 名 

審議資料①   令和元年度生涯学習関連事業評価について 

審議資料①－２ 令和元年度（2019 年度）生涯学習関連事業 自己

評価一覧 

審議資料①－３ 令和元年度生涯学習関連事業評価について（追加）

（当日配布） 

記入の手引き（当日配布） 

報告資料① 令和２年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第１回

理事会次第 

参考資料① 教育委員定例会における関連事項について（当日配布） 

参考資料② 事前にいただいた御意見・御質問の一覧（当日配布） 

 

会 議 の 内 容 

【会長】審議事項①令和元年度生涯学習関連事業評価につきまして、 

事務局からご説明をお願いいたします。 

【事務局】令和元年度生涯学習関連事業評価についてご説明いたします。 

こちらは平成 27年３月に策定いたしました「八王子市生涯学習プラン」 

に基づき、毎年、各所管において実施している「生涯学習に関連する事 

業」について、事業実施所管による「自己評価」を行い、継続的に事業 

を見直すことで、プラン全体の着実な施策推進を図っているところでご 

ざいます。 

令和元年度に各所管で実施しました「生涯学習に関連する事業」は全部 
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で 531 件について、各所管において自己評価を行い、このたび事務局で 

集約をいたしました。令和元年度の所管評価の概要全体の事業数は 531

件、昨年度の 501件でしたので 30件増加をしております。 

また、自己評価の内訳も昨年度比で事業数比率をお示ししております。 

まずは「所管評価」についてですが、全体ではＢ評価が 344 件と最も多

く、続いてA 評価が 96件、Ｃ評価が 50 件となっております。「評価な

し」の 36 件につきましては、天候やコロナによる影響のものとなって

おります。続きまして、右の「方向性」事業の今後の方向性ですが、広

める方向で継続が 158 件 31％、高める方向で継続が 134 件全体の

26％となっております。続きまして、「事業の実施形態」でございます。

市の単独によるものが全体の 208件で約 40％、続いて指定管理者によ

るもの、共催事業、委託事業、補助事業の順番になっております。続い

て「対象者」につきましては、「どなたでも」が 260 件で全体の半分を

占めてございます。また子どもを対象にした事業が 62 件で全体の 1 割

を占めております。「評価指標の項目」についてですが、「応募者・参加

者の人数」が最も多く、次いで「参加者の満足度」による指標と続いて

おります。総合評価について、昨年度の事業評価との比較となっており

ますので、ご確認をいただきたいと思います。所管評価で説明いたしま

すと、A評価が令和元年度が 96件、30 年度が 94 件ということになっ

ております。以下は確認をお願いいたします。 

続いて 3 つの基本施策について、各施策ごとに説明をしてまいります。

まず基本施策 1 でございます。「子どもの頃から始める学びの基礎づく

り」こちらは事業数で 108 件になります。「施策の報告性」については、

現行の全プランに掲載されている内容でございます。本日机上配 

布をいたしました審議資料 1-③円グラフのものでございます。1枚めく 

っていただきますと、基本施策 1「子どもの頃から始める学びの基礎 

づくり」これをグラフ化・数値化したものでございます。こちらもあわ 

せてご覧ください。それぞれ「所管評価」「方向性」「事業の実施形態」「評 

価指標の項目」それぞれグラフで数値化したものでございます。 

続きまして 30 年度の生涯学習審議会からいただいた評価を少しピック 

アップしてご案内をいたします。様々な分野の講座や自然体験・国際交 

流などの学びの機会を提供し、子どもたちが豊かな人生を育むための基 

礎づくりとしての事業が充実をしている。人間関係の形成や社会での経 

験など、今の子どもたちにとって何が大切かをしっかりと捉えた多様性 

のある講座展開が評価できる。親子参加型の体験的な活動は今の時代に 

欠かせないものであるが一方で子どもだけでも参加できる事業の実施 

は、家庭環境等によらずに様々な体験する機会を子どもたちに提供する 

ことができるのではないか。というような昨年は評価をいただいており 

ます。続きまして、基本施策１の事業の 108 件の中で、主なものをいく 

つかピックアップいたものです。30番の「北海道白糠小学校交流事業」
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では、本市八王子市とゆかりのある北海道白糠町を隔年でお互いを訪問

して、小学生と交流し友情を育み親善を深める事業でございます。アン

ケート調査では参加者から「とてもよかった」「よかった」との回答を得

ております。車人形体験や高尾山登山、千人同心のお墓参りなどを挙げ

ています。 

続いて、80 番ブックスタート事業でございます。こちらは保健福祉セン

ター等で行います、乳幼児健診などの機会に、絵本をひらく楽しい「体

験」と「絵本」、子育てに役立つ情報を提供し、赤ちゃんに保護者に抱か

れ、そのぬくもりの中で絵本を読んでもらう心地よさや楽しさを体験し

てもらうとともに、読書を通じた親と子のふれあいのひと時を過ごして

いただくことで、保護者も安心して子育てができる環境づくりに寄与し

ている事業でございます。最後に放課後子ども教室ですが、新規開設が

１か所増えて 66 校、週５日の実施が６か所増加し、それに伴って実施

日数が前年と比べて 235 日増加していて、8,230 日、延べ参加者数が

前年と比べて 20,530人増えて 786,780 人となっております。児童の

安全・安心な居場所を地域の実情に応じ提供することが出来ました。以

上基本施策 1 の説明です。 

【会長】それでは今、基本施策の 1「子どもの頃から始める学びの基礎

づくり」をご説明いただきました。具体的なものは A4 の横のに続いて

いるわけですが、その中でも特徴的な事業のご説明を 30 番・80 番・

108 番ということでございます。生涯学習審議会の役割というところが

あります。その中に書いてあるものも含めまして、右側の下に令和元年

度生涯学習審議会評価という項目がございます。この部分に入る文言、

考えそういったものを皆さんから今日ご覧になった上でいただいて、表

を次回書き込みしたものを出していただく、そのうえで再評価と言いま

すかね、再度手直しをするところは手直しをしていただいて、こういう

手順になりますので、まずご質問、ご意見ございましたらお受けをいた

します。何かございますでしょうか。 

【委員】事業の実施形態というところで「子どものころから始める学び

の基礎づくり」は市単独が過半数なんですね。理由と言いますか、他の

NPO とか共催とかそういった実行委員会とか、しにくいものなのかな。

ただ市単独が多いのは1だけでなくて実は4の生涯学習を見るともっと

多くて 7 割になるんですけどね、その辺の理由がもしこういう理由なん

じゃないかということを把握していらっしゃれば教えていただければと

思います。 

【生涯学習政策課長】この子どものころから始める学びの基礎づくりの

事業を実際にやっているところが多くが図書館であったりとかもう１つ

は福祉センターがやっていると。どちらも直営ではありますので、その

施設がやっているところが事業数が多くなってくる分、直営というとこ

ろが増えている比率が高いのかなというふうに考えております。 
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【会長】いわゆるご質問等々いただいたわけですが、生涯学習審議会評

価のところにいれるべく言葉ですとか考え方ですとかね、そういったも

のがありましたら、あわせてお願いできればと。こういう部分がもう少

し強く強調したほうがいいんでないか、こういう部分がかけているので

はないか。というようなことがあったらご意見を賜りたいと思いま 

す。合わせてこれはよく出来てるよということも別にいただければあり 

がたいです。 

【委員】広める深めるって二択というんですけども、このコロナウイル

スの影響で今年このいただいた資料をずっと見ていたんですけども、前

年度やったものにはいいんですけども、今年度も引き続きやりますよね。

そうした場合非常に選択というのが各事業あるのではないかと思うんで

す。続けていくと全部前向きな方向にいっているところがほとんどなん

ですけども、果たしてこれでできるのかどうなのか。 

【生涯学習政策課長】まず、531件のうちこの表でコロナのことを記載

のある行を拾っていくと全部で 156 件ありました。結局、昨年度 12ヵ

月ある中で、コロナの関係は主に 2月 3月、若干 1 月もあったかもしれ

ないですけども、後半だけでしたが、コロナの関係 531 件中 156件。

なんらかの記載があり、その中で、今後の方向性については、全体では

531 件のうち休止というのは 80件ありました。その 80 件のうち 9割

72 件がコロナの影響で休止だということになっています。広める高める

継続でも、本当にできるかできないか、でもこの回答時点ではやる気が

あるところで、回答いただいているところもあるんですけども、状況に

よってはもう、これは休止だなというような判断そういったところは休

止で、休止を選んだところの 9 割はコロナの影響でということで回答が

あったということになります。逆に廃止・終了が 531 件中 15 件あるん

ですけども、これについてはコロナの記載があったのは 1 件のみで残り

14 件はコロナとは関係ないところで廃止・終了というところのようで、

もう１回各行、事務局のほうでも見てみますけども、もともと廃止を決

めていたのかなというような。コロナの関係では廃止とまでは言わない

でとりあえず休止・または延期というようなそのような判断をしている

ところが多い、そのような状況であります。 

【生涯学習政策課長】今年の今年度やった事業を来年度評価するときに、

ちょっと工夫がいるのかなと。先ほど事業の紹介をしました白糠町への

相互の小学 5・6 年生の交流も今年こちらから行く年であったんですけ

ども、本当は明日から行く予定だったんですけども、中止になっていま

すのでそういうところはここにはまだ記載されていないところでありま

すので、ちょっと今年の分についてはより工夫がいるのかなというふう

に思っています。 

【委員】その 30 の北海度白糠町小学生交流事業というんですけど、ど

ういうふうな選別でそこに行く。中止にはなったけどもその対象はどん
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なことで選別しているのですか。 

【生涯学習政策課長】小学校 5・6 年生を対象に市の広報とかホームペ

ージで公募して募集をして大体学年と男女比の関係もありますが、一部

抽選だったりというところで、参加者を決めています。 

【会長】よろしいですか。白糠町と八王子市との関係というのはみ 

なさんご存じでしょうか。 

【生涯学習施策課長】千人同心のつながりで、苫小牧も千人同心のつな

がりですが、原さんがさらに苫小牧から東の方向へ行って白糠町の方ま

で行って、そこで開拓をしたと。そういうつながりなので、今年の交流

が 23 年目ということで、結構白糠町とは特に姉妹都市ということでは

ありませんが、子供たちの交流が続いているということです。 

【委員】要望が一つと質問が一つなんですけども、要望がね 150番のい

ちょう塾ですけども、予算希望が 6000万超えていますよね。一行だけ

で 308 回で 7024 人と書いてあるんですけども、正確には一般のほう

だとそれから公開講座と要するに無料と有料と分けた形で出して欲しい

とそうしてほしいと言ったんですけども、去年そうしてもらったんです

けどもまた１つにまとまっちゃっていてこれは分けていただいて。それ

から後、質問ですけども、評価指標項目が参加者の満足度なのか参加者

の人数なのかと、これはどこが決めているのか。 

【生涯学習政策課長】確かに人数と満足度、数の勝負と中身の勝負とい

うアウトプットとアウトカムの話しなんだと思うんですけども、その決

めは各主管課が担当しているセクションでその事業をどういう目的でや

るのか、でその目的に達したかどうかというのもどうやって図っていく

のか、そのものさしをどうするかというのも各事業主管課が考えて自己

評価していただいているという流れになっています。 

【委員】すると満足度の場合は 80％とか 90％はなど、やっぱりそれぞ

れの担当課が決めているということでしょうか。 

【生涯学習政策課長】ええ、その目標値を決めて、その満足度がどうや

って図るかというのは参加者のアンケートなどで、そこで良かっただと

か満足したとかやや満足とかそういうふうな選択肢の中で、より満足し

たほうがどのぐらいの比率だったかというところでそれを物差しにして

評価しているのが多いかと思います。 

【委員】それに関して要望なんですけども、基本的に継続して同じもの

をやっている場合は人数で評価してもらった方がいい。満足度というの

はあいまいな気がするんですよね。 

【生涯学習政策課長】それが事業の目的が広く多くの方に広げるという

ことであれば数でいくのかなと。それがだんだん事業が成熟してくると

数ではなくて、今度中身が勝負していくのかなという段階の事業もある

かと思うんですね。そういうのはやはり中身がいかに充実しているかど

うかそれが、その事業目的がそういうどういう物差しをあてるかという
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ことになると満足度ということが出てくるのかなと思うんですね。です

からその事業目的が広く周知をするのか例えば理解を深めるとか同じ講

座をやっても目的があろうかと思いますんで、それでどっちかになかな

か絞ることができないなというのが今の事務局の実感であります。 

【委員】大体非常に大きな単位のイベントの集合体である市民自由講座

だとかいちょう塾というのは非常に人数が気になる。発展してるのかど

うか。講座数が書いてあって人数が増えていますけど、去年に比べてど

うなんだろうと全然見えてこない。そういう大きなイベントというのは

基本的に人数で追っかけてもらいたいなというふうに。 

【会長】まだ工夫しなくてはいけないことが沢山あるんだろうと思いま

すので、検討していただきたいというふうに思います。 

【委員】先ほどのコロナの問題ですが、やはりこれは今後数年に渡って

大きな問題だと思うんですよね。つまりこの感染症が継続されるだろう。

ただし、生涯学習活動も出来るだけ持続継続していく。そういう方向を

またどうやったら感染を予防しながら生涯学習活動を進めていくのかと

いうことが今問われているのかな。ということでこれ自体は昨年度の活

動の評価なんですけども、最後の審議会のところに今後こういう課題が

あって今後それに各団体も取り組んでいただきたいみたいなことを一言

入れてもいいのではないかなと思いました。 

【会長】一番後ろのところに全体の評価というところにいれていた 

だくかたちになろうかと思います。それでは「基本施策の 2 誰もがいつ

でも どこでも学べる しくみづくり」よろしくお願いします。 

【事務局】「基本施策２ 誰もが いつでも どこでも学べる しくみづく

り」でございます。昨年 30 年度に生涯学習審議会からいただいた評価

をご紹介いたします。学びを通じた多世代の交流は素晴らしい取り組み

であると。多世代の学びを通じての交流は高齢者には生きがいを、子ど

もたちには多様な視点を提供することにつながっていることが伺える。

共生社会の実現に向けた学びとして、障害がある人も人生を豊かに過ご

すきっかけとなる取組とともに、受講者の生活の向上にも役立っている

ことがすばらしい。このような評価をいただいております。続いて元年

度の主な取り組みでございます。299 件ある中でいくつかをピックアッ

プしました。その中で 150 番「八王子学園都市大学（いちょう塾）」で

ございます。こちらは高度で専門的な学習機会を継続的に提供すること

により、市民の生きがいづくりや地域の活性化を貢献することを目指し

ております。参加者の満足度 95％を目標に、実績値 97.2％で A評価と

なっております。 

続いて、「としょかんたんけんたい」でございます。図書館の窓口や内部

業務等の幅広い業務を図書館を探検するなど、図書館をより身近な存在

に感じてもらい、利用促進に努めることを目標に、40 目標値に対し 49

人の参加があり、こちらも A評価としております。 
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【委員】もっと図書館を市民の方に知ってもらいたい、子どもにもっと

利用してもらいたいなと思うんですけども、親が率先的に子どもを連れ

ていかないといろいろ難しいんじゃないかな、なんて思うんですよ。学

校ではいろいろ言うんですけど、まず最初に取り掛かるのは PTA等を通

して親を動かして子どもをもうちょっと利用するように持って行ってほ

しいなと思っています。そしたら利用者ももっと増えるじんゃないかと。 

【会長】低学年でですかね。 

【委員】そうです、低学年で。育てていかないととてもじゃないけど高

学年から中学校からなんてことは。急には無理なのでまず最初に親が子

どもを連れて図書館に行く習慣をつけたりしなければならない。 

【会長】親子教育ですね。 

【委員】PTA あたりからどんどん発展してほしいななんて思っておりま

す。 

【会長】そういう視点をもって今後進めていただきたいということだと

参考とさせていただきます。他にご意見ございますでしょうか。意見と

いうことで出ておりまして、それから図書館全体のこともご指摘いただ

きました。文化芸術のこととしてスポーツレクリエーション・高齢者の

生きがいについて、非常に多岐に渡った項目が入っておりますので、な

かなかご意見をするのが難しいのかなというふうに思いますが、それぞ

れポイントを絞った形でも結構でございますので、ご意見等いただけた

らと思います。 

【会長】先に進めさせていただきます。基本施策の 3「学習成果を活か

し市民がつながる生涯学習の推進」につきまして、ご説明お願いします。 

【事務局】基本施策 3「学習成果を活かし市民がつながる生涯学習の推

進」でございます。事業数は 85 件でございます。こちらも昨年度 30

年度ですね、生涯学習審議会からいただいた評価をご紹介いたします。

展示会やコンクールのほか、市民が参加できるフェスティバルのような

市民の生涯学習活動の成果を発表する機会を提供することで、市民一人

ひとりの地域社会への参加意欲の向上に寄与していると考えられる。ま

た、生涯学習社会を実現させるための人材育成講座や、各種ボランティ

ア講座を多く実施していることは評価できる。というような評価をいた

だいております。 

続いて元年度の主な取り組みでございます。85 件ある中で主なものを採 

用しております。いくつかご紹介をいたします。468 番「南大沢総合セ

ンターまつり」でございます。生涯学習センター南大沢分館を利用して

いる団体と協働して日頃の学習の成果を発表し昨年が 577名を上回り、

1,756 名の来館者があったということで評価をしております。 

【会長】令和元年度の主な取り組みについてご説明をいただいておりま

すが、全体としては横版の方に入っておりますのでそちらを併せてご覧

いただきながら、ご意見ご質問ございましたらいただきたいと思います。 
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【委員】八王子市小中学校合同作品展おおるり展なんですけども、そこ

で私から見ると非常にいい取り組みだと思いますけども、参加者からの

改善を求める声が少なくなるようにと、じゃあすごく多いのかねとどん

なことを言っているんでしょう。 

【委員】配置の工夫を求める声が多数あったというふうに書いてあ 

りますね。 

【委員】結構小学校中学校学校数も多いので、自分のお子さんのがどこ

なのか、というところはなかなか探すときに探しにくいかなというとこ

ろはあるかもしれません。ただ、どうやっても学校数が多いと、美術の

作品もあれば家庭科の作品もあったり書道の作品もあったり、後配布み

たいなのもあったり、いろんなものが多種多様あるので、なかなかそこ

ら辺の改善というのは、なるべく見やすくこちらの方でも取り組んでい

くと思うんですけど、なかなかそこは難しいのかなというふうに思って

います。 

【会長】では、先に進めさせていただきます。基本施策の 4「生涯学習

環境の充実」につきまして。 

【事務局】「生涯学習環境の充実」でございます。事業数としては 39 件

でございます。30 年度に生涯学習審議会からいただいた評価をご案内い

たします。生涯学習センターの空き学習室を活用し、学生に対して放課

後の「学習の場」として提供するフリースペースは施設の有効な活用で

あるとともに、生徒の安全面から見ても素晴らしい取組であるというこ

とでございます。また、生涯学習情報の収集については、事業の印象が

薄い、長年の課題であるが各実施主体がそれぞれ発信している情報を一

元化できるような仕組みを今後期待したいというような評価をいただい

ております。令和元年度の主な取り組みでございます。519番の 11 ペ

ージの中段ぐらいになります。「夏休みイベントカレンダー」でございま

す。夏休みの期間における催し情報を一元化し、令和元年度につきまし

ては約 260 イベント・催しもの情報提供し、子どもたちの学びの支援が

できた。というような評価をしております。次に「フリースペース」の

利用でございます。こちらのフリースペースでございますが、平日の夜

間・土日祝日の開催日数を拡大したことで、それぞれ回数にして前年度

とくらべて 166 回増えて 808 回、人数にしまして 4,994 人増えまし

て 20,935 名と大幅に利用者を増やすことができて、学生の学習需要に

応えることができたというような評価をしております。施策 4 は以上で

ございます。 

【事務局】基本施策の 4「生涯学習環境の充実」につきまして今、ご説

明をいただきました。何かみなさんからご質問あるいはご意見はござい

ますでしょうか。 

【委員】フリースペースについて、今後ずっとコロナが収束するまで市

の方としては休止という形で利用できないという形でもっていくのでし
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ょうか。施設として全然使えない。 

【事務局】そうですね、コロナの関係で一時利用を中止としておりま 

したけども、7月 1 日からまた再開しておりますので、感染拡大の防止 

の対策を行いながらですね、開催を行っている最中でございますので、 

生涯学習センターでは行っておりますので。 

【生涯学習政策課長】生涯学習センターここのクリエイトホールと。 

【事務局】分館もですね。 

【生涯学習政策課長】南大沢分館と川口分館でも。生涯学習センターは

７月１日から再開だと。 

【図書館部長】中央図書館も会議室がありまして、そこもフリースペー

スと同じように学習室として貸し出しは今までしていたんですが、コロ

ナの関係で休止をしていました。8 月からですね、再開する予定だった

のですが、ここにきて感染者が拡大している状況がありましたので、中

央図書館についてはまだ休止をしている状況であります。 

【事務局】ご質問いただいた中で八王子学園都市センターの学生交流 

サロンにつきましては、借りられる対象者が受講者と学生さんというこ 

とになっておりまして、今現在につきましては借りたいという申し出が 

ないということでして、利用できないということではないということに 

なっております。 

【委員】今フリースペースのお話が出まして、531 ですよね。これは学

生と書いてありますけど、今の話ですと高校生とかも入っている。 

【事務局】中学生・高校生、後は大学生学生だと専門学校とか予備校 

生とかそういった方にも開放しています。 

【委員】やはりそういう若いうちに市の施設にお世話になったというこ

とが長い目で 10 年度 30 年度生涯学習だとかそういうのに参加してみ

ようというきっかけにもなるかなと思います。そういう意味ではこうい

った事業は場所を貸すだけではなく何か具体的に学びのプログラムを提

供するわけではないんですけども、こういったものも非常に大事にして

いただきたいですし、今回表で 531 に分かれていますけど、例えばこの

フリースペースも SNS、Twitter・Facebook 今そういうフリースペー

スの状況について委員の中でどうなっているかというのは十分情報を得

ていなかったですけども、こういう SNSでもしかしたら校生とか専門学

校大学生なんかもうわかっていてそれを踏まえて利用に来られていると

いう場合もあると思いますのでそういった事業同士の関連での非常にう

まくいくといいかなと。さらにこの SNSに関しては前回の評価のところ

に非常に評価できると書いていただいたんですけど、も、Twitterが 380

回 1 日に複数回更新がある日もあるということで、そこのところも評価

出来ますし、そういう若い世代に向けての発信ということではさらに拡

充に向けるということで、非常にいい方向で継続していくなというふう

に思います。 
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【委員】一つだけなのですけど、新型コロナで今後あるいは既に中止が

決まっているものが今度どう評価するかというのが大きな課題になると

思います。今回の評価でも、天候とか台風とかで中止になったものにつ

いて評価なしとしているものもあれば、C 評価としているものもありま

して、そこは何か統一した方がいいのかなというふうに思いました。ABC

の評価がなくても言葉の中でコロナで出来なかったけどもそれに代わる

何かが出来たら、中止だったけど別の代替の何か次の年、また次の年に

つなぐようなことが出来たということをこの O の部分ですかね書いてい

ただくことが必要になるかなと。コロナで中止になった場合行自体が消

えちゃうのかどうかですね。もし、残るのであればそういう工夫をして

いく必要があるかなと思いました。 

【生涯学習政策課長】確かにこのコロナの影響があっての事業の評価を

どうするかと迷うところがあってでもそれもきちんと統一感をもって表

示していきたいなとは思っています。たからそういう点では行をまるま

る消すということは考えていない。評価のについてコロナの影響で C 評

価が増えたというのは歴史的にそれが事実であれば一時落ちるというの

もありかもしれないんだけども、それでも何らか工夫をしてそうじゃな

いのかとかコロナの影響が少なくてもどれだけ影響を受けたかというの

はちゃんと分かるような評価で表すか評価以外のところで表すかちょっ

と整理をして分かるようになって見返しができるようにしておきたいな

と思っております。今現在のところで事業の種類だとか分野でどんなダ

メージを受けているか探ってはいたんですけども、どれも同じような比

率でダメージを受けているということで、そういう点ではまんべんなく

ダメージは受けているのかなと。ただ、一つだけダメージを受けていな

かったのが、情報の発信。情報の発信はコロナとは関係なくコロナの影

響なく出来ているというのがあったというのがちょっと参考までに。 

【委員】来年度の評価のことも大切なんですけども、今年度これからさ

れるイベントであるいは座学とかでもいいんですけど、オンラインで対

応してみるだとか臨機応変なやり方を考えてらっしゃるのかなと思った

のですが。いかがですか。 

【生涯学習政策課長】確かに事業の目的があってその目的を達成するた

めに手法が今まではみんなで集まっていただけだったかもしれないけ

ど、また違った方向もあるだろうということは各事業を組み立てること

は考えているとは思います。例えばオンラインでの事業の開始ができる

環境にあるかどうかというところがなかなか市役所そこの整備が追い付

いてないところもあり、それが早く追いつくようなことになればまた新

たな手法によってその事業目的が達成できるようになるんじゃないかな

というところは。今の段階ではまだ目に見えた成果は出ていないのです

けども、早く出るといいなというところは事務局のほうも思っておりま

す。それがまた表せるといいなと思っています。 
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【会長】今後の大きな課題でしょうね。 

【委員】小学生にはタブレットを配ったんでしたっけ？後Wi－Fi 環境は

整いつつあるのかなと思いますけども。 

【生涯学習政策課長】そういう点では実践事例をいただきながら放課後

子どもの子ども達を集めて ZOOM を使っての講座をやっているという

情報もいただいていますので、という事例も集めながらやっていきたい

なと。例えばコーディネーター会での会議でも ZOOM を使うとかってい

うところもいろいろ参考にしながらやっていきたいなと思っています。 

【委員】それに続けてなんですけども、ZOOMとかオンラインとい 

うのは市役所としては使えるのでしょうか。。 

【生涯学習政策課長】今は使えない。 

【委員】ですよね。 

【会長】他にご意見ご質問ございますでしょうか。時間的な制約もござ

いますので、後日、インタビューあるいは全体を通して ZOOM について

ご意見いただきたいこともございますでしょうし、次回の会議は 9 月の

後半ということで後程発表があろうかと思うので、その間に今回いただ

いたご意見を含めて文書作って頂くわけですが、その間に戻られてこれ

をご覧いただいてですね、ご意見等々がございましたらば事務局のほう

へメールでも電話でも結構ですのでよろしくお願いいたします。会議に

つきましてはこれで終わらせていただきますが、（２）報告事項について

ですが①東京都市町村社会教育委員連絡協議会第１回理事会の開催につ

いて、それから②の令和 2 年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第

３ブロック研修会の開催につきまして、併せてご説明をお願いいたしま

す。 

【事務局】先月７月１４日に理事の三浦会長と事務局で都市社連協の理

事会に出席した際に配布された資料を抜粋したものです。1 枚めくって

いただきまして、2 ページ目が令和 2 年度のブロック研修会実施計画

（案）となっております。このブロック研修会につきましては後ほど説

明させていただきます。続きまして 3 ページ、12 月 12 日に開催され

る交流大会・社会教育委員研修会の実施要項（案）となっております。

こちらにつきましては主に各ブロックの幹事市が今後実施予定である研

修会の報告会となっております。続きまして 5 ページ、今年度の東京都

市町村社会教育委員連絡協議会の役員名簿です。6 ページは協議会の理

事名簿となっております。次に役員の輪番表なっておりますのでご確認

いただければと思います。八王子市は平成２８年度に会長市であったた

め当分の間役員は回ってこないことになっております。続きまして１枚

めくっていただきましてブロック幹事市の一覧です。八王子市は令和５

年に幹事市となっています。 

【会長】それでは(4)その他でございますが、事務局よりお願いをいたし

ます。 
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【生涯学習政策課長】口頭で失礼させていただきます。一点目は来年の

成人式についてご意見を賜れればと思っております。例年ですと来年 1

月の 11 日成人の日第二月曜日ですね。オリンパスホール八王子で２回

に分けて 2部制でやっております。第 1回が 10時から 11 時、それか

ら第 2 回が 12 時 30 分から 13 時 30 分。の第二回で行っています。

二回合わせて 3600 人の参加者がいると。定員が 2000 人でほぼほぼ

満員満席になるというような状況であります。ご案内のとおり新型ウイ

ルス感染症の関係で果たして出来るかどうかというのがあるんですけど

も、なるべく最大限の拡大防止対策をすることによって会場で開催をし

て思い出に残る式になればなというふうに考えておりまして、そうする

と特に自粛要請がない条件の中で会場の条件が許す範囲で行っていけれ

ばなと思っております。そこで会場のほう二分の一以外 2000 人のとこ

ろを 1000人までに絞って行うと。いろいろ距離を保ったり消毒をした

り入れ替えのときは座席の消毒を行ったりという条件を示されておりま

して、そういう条件をクリアする中で開催が出来ればなということなの

ですが、毎年 3600人以上の方がお越しになると 2 回では収まらないの

で、単純にやれば定員が半分になるので倍の 4 回公演、4 回に分けて開

催するのかなと。その時にいろいろ選択肢はここで考えるのですけど、

例えば日にちを分散して行う。それが今成人の日が月曜日なので、前の

日の日曜日、日月２日に渡ってやる方法も選択肢というか、考えられる

には考えられると。それから場所の分散、場所の分散という点ではオリ

ンパスホール八王子だけではなくて、例えばいちょうホール場合によっ

ては南大沢の文化会館それからエスフォルタアリーナを使うとかいろい

ろあるんですけども、さらにもっと分散するとなると各中学校の体育館

を使ったらどうだとか、学園都市というところで大学のホールが使える

かどうかというところも考えようによってはいろいろあるんですけど

も、いろいろな課題も出てきますので、分散すればするほどマンパワー

というか体制も人が必要になってきますので、なかなかそれも大変だと。

今、事務局私どもで考えているのは成人の日、来年は 1 月 11 日ですけ

ども 11 日の日に 1 日で 4 回公演で 1 回当たりの時間 1 時間の式典、

式典 30 分アトラクション 30 分ですけども、これを半分にとにかく圧

縮して入れ替えの時間をとって朝 10 時からスタートして入れ替えもち

ょっと短くして 10 時から 11 時 45 分からそれから 13 時 30 分から

そして 15 時 15 分からとかいう例えばですね、そういうふうに 4 回に

なって 1 日で何とかできないかなというふうなことを考えております。

そうすると第1回のところのご案内と第2回へのご案内をしているんで

すけども、第 1回のご案内をさらに二分割して第 1 回と第 2 回、今まで

第 2 回をご案内していたところを第 3 回と第 4 回に分けて 4 回のご案

内をしてというようなことを今、考えていまして、なんかいろいろご意 

見がございましたら今日または日を改めてでもいただければなと思いま 
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す。なかなか実行委員会、学生さんを含めて若い方の実行委員会でいろ 

いろ意見をいただきながらまた当日、司会進行等お願いするんですけど 

も、まだ実行委員会が開けない状況で募集はかけているんですけども、 

委員さんが集まらないというところもありますので、皆さんお知り合い 

の中でそういうちょっとやっていいという方がいたらまたご紹介いただ 

ければなと思っております。成人式の話は以上になります。 

【委員】大前提として後期の授業は大学はやるのかやらないのかそれが

結論が出なければ 1月中旬に学生が何人残っているのか分からない 

そこから出発した方がいいと思いますけども。 

【生涯学習政策課長】確かに今、大学キャンパスに学生がほとんどいな

いというそんな状況の中で、サークル活動もむしろ授業自体もなかなか

大変なところでこういう活動が学生さん難しいのかなというのが承知は

しているんですけども。 

【会長】大学の授業が順繰りやっていてこの日だけ学生に出てこいとい

ういかがなものか。それどうなんですかね。 

【委員】ふるさとの成人式に出た方が小中高の友達に会えるわけだから、

学生にとってはその方が望ましいと思うんですけども。 

【生涯学習政策課長】八王子の対象者 7700 人新成人 7700 人いるん

ですけども、大体 1学年中学校卒業時点で 5000人くらいなんですね、

約 5000 人そうすると 2700 はどう、上乗せっていうのは学生の流入

だと思っております。でも出席するのは 3600 というのは元々八王子に

いたりいう方でその学生さんは地元に出ているのかなというところだと

は思ってはいるんですけども、実行委員会は集まって会議ができなくて

なかなか難しいのでメールでのやりとりなどでいろいろご意見の交換が

できればいいなというふうに思っています。 

【委員】今度成人になる若者たちに対して例年のように何とかそういう

場をというのは非常に思いとしては大切なんだろうなと思いながらも、

自分自身も大学で本学帝京大学一部の少人数の科目というのは対面授業

を取り入れる状況にあるんですけども、学生のニーズの中ではですね、

やはり怖いですとかリスクを避けたいということで自宅からの同時配信

のような形を求めるそういう声もあります。実際に私の授業も対面で板

書をしながらカメラを 3 台置いてですね、同時に配信するということを

しましたら、その履修者も非常に多いということでやはりハイブリット

とか同時配信とか映像を作っておくとかそういう対応も両方考えておか

ないと急に出来ることではないなと。新年度入ってから我々の反省点で

もあるので、もちろんそういう対面というかリアルタイムの会場で顔と

かを会わせてとかいうのも懐かしくてほんとだったらそれが出たら良い

んですけども、でも今の若い人たちはむしろそうじゃないあり方を自分

たちで探ってオンラインを使ったりとか他にもいろいろな方法でつなが

っていくという方法を探っていかなければいけない世代なのではないか
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なと学生に対して思っているところですから、ぜひそういうのも学生の

知恵も市としては使えないかもしれませんけども、取り入れてもらいな

がら方法を探っていただけたらなと思います。 

【会長】他にご意見ございますでしょうか。 

【委員】やっぱり二十歳を迎える人たちに対してなんですけども、そう

いったことで八王子市としてはお祝いをするんだというその姿勢がとて

も大切なのかなと思うんですね。職員の方々も大変なご努力やっていた

だいて、私も以前は成人式に出ていたこともありました。最近は全然出

なくなってしまって申し訳ないんですけども、そういった意味でみんな

でやっぱりお祝いをしてあげたいと、それがやはり学園都市としてもそ

うあるべきではないかな。それと先ほどの話のようにやはりこれから対

面からデジタルへオンラインへじゃなくてハイブリットですよね、両方

上手く使い分けていくという時代、両方選択肢を増やしていくというこ

とが、コロナ予防にも選択肢を増やすことが大切になりますので、そう

いった観点でお進めいただけたらありがたいなと思います。 

【会長】他にご意見ございますでしょうか。 

【会長】それでは以上をもちまして生涯学習審議会は終了させていただ

きます。 

 

会議録署名人 

平成  年  月  日      署   名 

 

上会議録は事実に相違するところがないことを認め、下に署名

する。 

 

  八王子市生涯学習審議会会長 

 

 

  八王子市生涯学習審議会委員 

 

 

 


